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＜連絡事項＞
・薬局から
25日火曜日に薬事委員会で,無償提供が難しくなった為”低血糖時のぶどう糖”を”粉”から”液剤”へと変更する話をしました。よって、27日木曜日PM5：00頃までに、病棟常備のブドウ糖（粉　無料）を”ブドウ糖注50％ＰＬ「フソー」20ｍｌ（自費請求）”に切り替えます。

常備薬の定数は５包となっていますが、予備で病棟保管している場合等ありますので、薬局担当者が参りましたら、薬局へ返薬してくださいますようお願いします。

今後は注射液を内服させる事になりますが、自費請求となりますので、宜しくお願いします。

　*　電子カルテ入力は、注射からではなく、臨時若しくは病棟常備薬から  ≪内服≫ブドウ糖注50％ＰＬ「フソー」20ｍｌを選びますので、ご注意下さい。

＜患者様連絡事項＞
・下村　英三郎様～希望にてエンシュアリキッド2缶/2×7日分処方。湿布希望あり。ケトプロフェンテープ1袋処方となる。
・下村　慶子様～バルンカテーテル、胃管チューブ定期交換にて施行している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放前にドア蹴りみられ、奇声、徘徊も続いている。開放中、蛇口に口をつけて飲水行為あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。スタッフコール時の大声や不満の訴えはあるが、対面時は興奮無く落ち着いて対応出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。ドアから出てこようとする事や暴力行為はない。食事も全量摂取出来ており、服薬の拒否もない。声掛けにも発語なく無言。　　　引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・飯田　修子様～終日隔離中。呂律不良、全身の振戦もあり食事は介助で摂取している。指示動作は行う事は出来ており、大声を出す事は無い。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者様＞
・小向　静江様～食事は介助試みるが開口せず不食。メイバランスのみ飲用している。
・夏坂　浩美様～発熱なく、食事は自力で全量摂取出来ている。尿量多い。
・鹿原　博夫様～血性の便汁みられている。兄様は八戸市立市民病院の受診を希望している。
・杉山　千廣様～疎通良好で対応も穏やか。食事は自力で摂取されており、自力でトイレに行き、排泄されている。
・堤　ヨシヱ様～疎通不良にて指示動作は入らない。食事は自力で1/2～2/3程度摂取出来ている。
・藤井　崇史様～特定他者に詰め寄っていく事があり介入要している。トラブルには至っていない。15：00父様来院し、主治医との面談を行う。
・八木橋　牧雄様～八戸赤十字病院受診。フロセミド（40）1T・デカドロン（4）1T/1×朝/14日分処方となっている。次回の受診は10/11予定。
＜田名部Dr　診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬フルメジン6㎎→3㎎、インヴェガ3㎎→6㎎、他同内容で7日分
処方となる。
・澤村　彬様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小向　静江様～臨時薬リフレックス30㎎→15㎎、セルトラリン25㎎追加、モサプリド
クエン酸塩錠15㎎中止、ロラゼパム1.5㎎追加、他同内容で6日分処方
となる。
本日夕よりMA-8（2-2-2）とメイバランス（1-1-1）が中止となり、エン
シュアリキッド（1-1-1）へ変更となっている。

・織笠　健太郎様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・木村　正志様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・八木橋　牧雄様～臨時薬同内容で7日分処方となる。八戸赤十字病院への通院継続中。

同院の担当医の見解としては、これまで化学療法を続けてきても、
がんの病勢は抑制できない状態であるということで、今後は化学療
法も終了して、緩和治療に移行するという事になっている。
・若宮　洋様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科　土井Dr　診察情報＞
・夏坂　浩美様～仙骨部の表皮剥離は改善傾向見られている。処置は同様で継続。
・中居　敬悦様～両手の患部は改善傾向。処置は同様で継続。
・松川　久雄様～顔の湿疹は改善傾向。ロコイドクリームで継続対応。両足爪の処置はテルビナフィンからケルガー液に変更となる。
・木村　正志様～左第５趾底肥厚部除去している。ゲンタシン塗布の指示あり。
・下道　重雄様～仙骨部の発赤あり、ゲーベン処置となる。陰嚢部の表皮剥離部はテルビナフィン処置となる。
・水梨　孝純様～踵の肥厚部除去し、処置はウリモックスで継続。
・田村　ツキ様～改善見られ、処置は終了。
・久喜　つき様～左第2.3指の患部、改善見られず、処置は同内容で継続。
・杉山　千廣様～両前腕に点滴痕有。ヘパリン類似物質クリーム処方となり、処置開始となる。
・木村　格治様～陰部は改善傾向見られている。処置は同様。
・泉山　紀子様～掻痒感は同様。タベジール2T/2×朝・夕/7日分処方となる。
・小向　静江様～左腸骨（6×3）皮膚黒色しており、プロメライン処置開始となる。
・飯田　修子様～頭部、体部の処置は同様。
・三浦　幹様～両足趾、改善傾向。アズノールで処置継続。






